
演
者
は
昭
和
五
十
九
年
八
月
、
水
戸
市
内
に
お
い
て
発
見
さ
れ
た
碑
を
解

読
し
、
こ
れ
は
斬
首
刑
者
を
官
許
を
得
て
解
体
観
臓
し
た
碑
で
あ
る
こ
と
を

確
か
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
碑
面
の
文
字
は
す
べ
て
で
九
十
六
字
で
左
記
の

通
り
で
あ
る
。

寛
政
十
二
年
庚
申
四
月
廿
六
日
盗
善
次
郎

処
斬
蓋
其
為
盗
三
季
臓
財
凡
七
百
余
種
云

同
人
晉
議
請
官
解
体
観
其
臓
鳴
呼
悪
性
之

人
不
足
言
只
其
筋
骨
府
蔵
之
観
是
吾
輩
善

師
友
不
能
不
惣
然
乃
拾
収
其
骨
節
皮
肉
講

座
之
細
谷
徳
大
山
妙
法
寺
中
薦
香
花
以
弔

其
魂
云

こ
れ
に
つ
き
若
干
の
考
察
を
加
え
る
と

一
、
水
戸
藩
に
お
け
る
解
体
観
臓
〈
西
紀
一
八
○
○
年
（
寛
政
十
二
年
）
に

実
施
さ
れ
た
こ
と
。

二
、
解
体
観
臓
に
従
事
し
た
氏
名
は
目
下
不
明
で
あ
る
か
官
許
に
よ
り
数
名

の
医
師
に
よ
っ
て
施
行
さ
れ
た
。

三
、
医
師
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
精
神
に
則
り
、
屍
体
を
提
供
し
た
死
刑
囚

を
師
友
と
仰
ぎ
、
事
後
鄭
重
に
葬
り
、
慰
霊
の
碑
を
か
ね
て
観
臓
の
事
突

を
後
世
に
の
こ
し
た
。

一
／
、
Ｊ
ｌ
ｆ
リ
グ
、
〆
、
ノ
ー
ノ
、
ｆ
ｊ
〆
、
Ｊ
、
ノ
ｑ
ｉ
ｆ
１
‐
、
，
一

一
例
会
講
演
要
旨
一

〉
イ
ー
く
ノ
ー
く
、
ｆ
ｊ
１
Ｊ
、
ｒ
，
、
く
ｊ
、
ｆ
１
Ｉ
、
ｌ
》

水
戸
の
解
体
観
臓
碑
に
つ
い
て

石
島
弘

（
そ
の
ご

『
医
心
方
』
に
あ
る
養
生
と
い
う
言
葉
が
、
我
国
の
一
般
庶
民
に
、
い

つ
、
ど
の
様
な
形
で
伝
わ
っ
て
い
っ
た
か
と
い
う
問
題
を
、
近
世
に
お
け
る

上
方
町
人
の
代
表
で
、
江
戸
時
代
初
期
に
京
都
と
江
戸
で
開
店
し
た
三
井
の

越
後
屋
を
モ
デ
ル
に
え
ら
び
調
査
研
究
し
た
。

越
後
屋
で
は
享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
）
に
、
貝
原
益
軒
の
『
養
生
訓
』

を
参
考
に
し
て
、
健
康
に
関
す
る
単
行
の
式
目
（
家
法
）
「
養
生
式
」
が
つ

く
ら
れ
た
が
、
そ
れ
ま
で
の
時
期
に
お
い
て
、
越
後
屋
は
養
生
を
ど
の
様
に

取
扱
っ
て
き
た
か
‐
こ
れ
を
第
一
の
テ
ー
↓
、
と
し
て
調
査
研
究
し
た
結
果
、

次
の
様
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

イ
、
江
戸
越
後
屋
で
は
開
店
三
年
目
の
延
宝
三
年
二
六
七
五
）
に
、
健

康
注
意
項
目
四
ケ
条
を
含
む
店
式
目
が
発
せ
ら
れ
、
そ
の
中
に
中
国
医
学
の

柱
で
あ
る
灸
、
薬
へ
鍼
を
そ
の
ま
ま
取
入
れ
て
お
り
、
養
性
と
書
い
て
い
る

点
も
注
目
さ
れ
る
。
作
製
者
は
三
井
八
郎
兵
衛
高
利
で
あ
る
。

ロ
、
延
宝
三
年
の
江
戸
店
式
目
以
降
、
宝
永
、
正
徳
、
享
保
の
年
間
に
、

健
康
注
意
の
具
体
的
な
追
加
が
な
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
み
な
、
高
利
の
息
子
達

四
、
こ
の
解
体
観
臓
は
日
本
の
解
剖
学
史
上
第
二
十
五
番
目
の
挙
で
あ
る
こ

と
と
記
録
さ
れ
て
よ
い
と
思
う
。

一
一

越
後
屋
と
養
生

中
西
淳
朗
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が
作
製
し
た
も
の
で
あ
る
。
特
に
長
男
の
高
平
は
李
束
垣
の
『
脾
胃
論
』
を

学
ん
だ
と
推
定
さ
れ
、
ま
た
四
男
の
高
伴
は
後
藤
艮
山
の
温
泉
療
法
を
導
入

し
、
九
男
の
高
久
は
衛
生
と
家
庭
医
の
重
視
に
ふ
れ
て
い
る
。

〈
、
延
宝
三
年
の
江
戸
店
式
目
が
発
せ
ら
れ
て
か
ら
五
十
一
年
日
に
、
貝

原
益
軒
の
『
養
生
訓
』
を
参
考
に
し
て
、
単
行
式
の
「
養
生
式
」
が
で
き
あ

が
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
作
製
者
は
三
井
高
平
。

二
、
越
後
屋
が
健
康
注
意
に
関
し
て
、
以
上
の
様
な
先
進
性
を
示
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
元
禄
九
年
か
ら
三
十
四
年
間
に
雇
入
れ
た
少
年
二
三
九
名

中
、
約
二
割
の
少
年
が
死
亡
又
は
病
気
退
職
し
て
い
る
。

当
時
の
推
定
平
均
寿
命
二
二
’
二
六
歳
か
ら
桑
れ
ぱ
、
や
む
を
え
な
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

第
二
の
テ
ー
マ
と
し
て
、
江
戸
時
代
の
上
方
の
豪
商
達
が
養
生
・
保
健
を

ど
う
象
て
い
た
か
、
ど
の
位
関
心
が
あ
っ
た
か
。
こ
の
問
題
を
家
訓
、
定
書

な
ど
か
ら
調
査
研
究
し
た
。

対
象
と
し
て
取
上
げ
た
商
家
は
、
伊
勢
松
坂
の
長
谷
川
家
の
丹
波
屋
、
近

江
日
野
の
中
井
家
、
江
戸
店
持
ち
京
商
人
の
柏
屋
、
伊
丹
の
鴻
池
家
、
銅
山

開
発
の
住
友
家
で
あ
る
。

現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
断
片
的
な
情
報
し
か
入
手
で
き
な
か
っ
た
が
、
三

井
の
越
後
屋
に
お
け
る
養
生
・
保
健
に
関
す
る
先
進
性
、
具
体
性
を
凌
駕
す

る
も
の
は
な
い
と
考
え
ら
れ
た
。

（
そ
の
二
）

三
井
の
越
後
屋
は
、
医
療
又
は
養
生
の
情
報
を
ど
こ
か
ら
入
手
し
た
か
、

に
つ
い
て
調
査
研
究
を
し
た
。
た
だ
し
享
保
年
間
以
前
の
原
始
記
録
が
な
い

初
代
の
三
井
高
利
へ
の
医
学
情
報
の
提
供
或
い
は
教
授
者
は
、
丹
羽
正
伯

の
家
譜
上
の
祖
父
・
徳
翁
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
た
。

そ
の
時
代
は
、
三
井
高
利
の
伊
勢
松
坂
在
住
時
代
の
前
半
期
、
即
ち
慶
安

三
年
（
一
六
五
○
）
か
ら
延
宝
元
年
（
一
六
七
三
）
ま
で
の
間
と
推
定
さ

れ
、
高
利
は
松
坂
本
町
に
、
徳
翁
は
松
坂
職
人
町
に
住
ん
で
い
る
。
三
井
家

で
は
丹
羽
家
を
親
戚
と
記
し
て
い
る
か
ら
、
数
丁
以
内
の
距
離
に
住
居
し
て

い
る
の
で
当
然
交
際
は
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
徳
翁
の
医
術
・
医

学
の
レ
ベ
ル
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る
。

天
和
の
頃
（
一
六
八
○
’
一
六
八
三
）
、
三
井
家
と
将
軍
側
用
人
の
牧
野

成
貞
と
を
む
す
び
つ
け
た
の
は
、
徳
翁
の
長
男
牛
太
郎
（
当
時
は
丹
羽
家
を

は
な
れ
本
因
坊
第
三
世
道
悦
と
名
の
る
）
で
あ
っ
た
点
か
ら
象
れ
ぱ
、
高
利

と
徳
翁
の
関
係
は
浅
か
ら
ぬ
も
の
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
三
井
高
利
は
、
後
に
〃
商
い
の
本
は
養
生
に
あ
り
″
と
の
べ
た

が
、
健
康
で
あ
っ
て
こ
そ
商
い
が
で
き
る
と
い
う
よ
う
な
単
純
な
意
味
で
は

な
い
と
思
わ
れ
る
。
延
宝
三
年
の
江
戸
店
式
目
の
中
に
、
養
性
と
記
し
て
い

る
と
こ
ろ
か
ら
、
高
利
は
正
保
版
『
方
丈
記
』
の
閑
居
の
気
味
の
章
第
二
節

の
〃
常
に
あ
り
き
、
常
に
働
く
は
養
性
な
る
べ
し
。
な
ん
ぞ
徒
ら
に
休
承
居

ら
ん
〃
と
い
う
保
健
思
想
に
共
鳴
し
た
の
で
は
な
い
か
。
商
人
は
足
を
使
っ

て
方
灸
に
顔
を
だ
し
、
せ
っ
せ
と
商
い
の
た
め
に
働
い
て
富
貴
と
な
れ
ば
理

想
的
だ
と
す
る
高
利
の
理
念
は
、
鴨
長
明
の
保
健
思
想
に
よ
っ
て
強
化
さ
れ

た
と
考
え
る
。
〃
商
い
の
本
は
、
常
に
歩
き
、
常
に
働
く
こ
と
に
あ
り
″
と

言
葉
を
入
れ
か
え
て
承
る
と
き
、
『
方
丈
記
』
が
高
利
に
影
響
を
及
ぼ
し
た

様
で
あ
る
の
で
、
あ
く
ま
で
も
推
論
の
域
を
で
な
い
．
の
が
残
念
で
あ
る
。
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こ
と
を
否
定
で
き
な
い
。
江
戸
初
期
の
商
法
、
高
利
の
理
念
、
鴨
長
明
の
保

健
思
想
が
一
体
化
し
た
も
の
、
そ
れ
が
〃
商
い
の
本
は
養
生
に
あ
り
″
と
い

う
高
利
の
表
現
で
あ
ろ
う
。

高
利
と
『
方
丈
記
』
の
出
合
い
も
多
分
、
松
坂
在
住
時
代
の
前
半
期
で
あ

り
、
正
保
版
を
貸
し
た
の
は
丹
羽
徳
翁
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

一
一

三
井
高
利
の
息
子
達
、
特
に
長
男
高
平
は
ど
の
様
に
医
学
情
報
を
入
手
し

た
の
か
に
つ
い
て
は
、
次
の
様
に
考
え
ら
れ
た
。

三
井
高
平
は
、
元
禄
十
二
年
に
入
京
し
て
き
た
香
月
牛
山
に
、
宝
永
二
年

ま
で
の
約
六
年
間
の
間
に
李
東
垣
の
学
説
を
学
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時

の
京
都
に
住
ん
だ
後
世
派
の
医
師
で
、
李
東
垣
を
信
奉
し
、
町
民
に
わ
か
り

や
す
く
医
学
の
話
を
で
き
る
人
と
い
え
ば
、
ま
ず
牛
山
以
外
に
見
当
ら
ぬ

し
、
牛
山
開
業
の
高
倉
通
押
小
路
上
ル
東
側
は
、
三
井
高
平
の
邸
か
ら
一
・

宝
永
二
年
、
京
本
店
式
目
に
李
東
垣
の
医
学
を
も
り
こ
ん
だ
三
井
高
平

は
、
そ
の
後
も
牛
山
に
学
び
、
貝
原
益
軒
の
『
頤
生
輯
要
』
又
は
『
養
生

訓
』
の
講
義
を
う
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。
漢
学
の
弟
子
で
あ
る
牛
山
で
な
け

れ
ば
、
益
軒
の
罹
病
経
験
を
商
家
向
け
に
選
別
す
る
こ
と
が
不
能
で
あ
ろ
う

と
考
え
る
。
か
く
て
享
保
十
一
年
に
単
行
式
「
養
生
式
」
が
完
成
し
た
．
こ

れ
も
元
禄
十
三
年
に
表
向
き
隠
居
宣
言
を
高
平
が
し
た
か
ら
で
、
医
学
学
習

に
十
分
時
間
が
と
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

し
、
牛
山
開
業
の
高
倉
通
拝
小
碓

五
キ
ロ
の
手
頃
な
距
離
で
あ
る
。

江
戸
初
期
か
ら
営
業
し
た
代
表
的
商
家
で
あ
る
三
井
の
越
後
屋
に
お
い
て

は
、
鴨
長
明
の
保
健
思
想
を
日
常
生
活
に
と
り
入
れ
、
ま
た
後
世
派
医
学
の

三

要
点
を
店
式
目
に
も
り
こ
ゑ
、
さ
ら
に
単
行
式
の
「
養
生
式
」
を
貝
原
益
軒

の
『
養
生
訓
』
を
下
じ
き
と
し
て
完
成
し
発
令
す
る
と
い
う
先
進
性
を
示
し

た
。
即
ち
、
三
井
家
は
江
戸
中
期
の
大
衆
向
け
〃
重
宝
記
″
を
土
台
と
し
て

保
健
思
想
を
採
用
し
た
の
で
は
な
い
点
が
非
常
に
重
要
で
、
江
戸
初
期
に
文

字
の
か
け
る
武
士
か
ら
商
人
に
転
換
し
た
三
井
家
の
努
力
は
見
の
が
せ
な
い

し
、
上
級
町
人
と
は
い
え
、
支
配
を
う
け
る
商
家
の
中
で
、
前
述
の
様
な
保

健
思
想
が
生
れ
て
い
た
こ
と
に
注
目
す
る
次
第
で
あ
る
。

追
記
（
そ
の
一
）
は
昭
和
五
十
九
年
十
一
月
、
（
そ
の
二
）
は
昭
和
六
十

年
二
月
の
例
会
に
お
い
て
演
述
し
た
。
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